
地
球
環
境
を
守
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う

　

毎
年
６
月
５
日
は「
環
境
の
日
」で
す
。
こ
れ
は
、
１
９
７
２
年
６
月

５
日
か
ら
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
開
催
さ
れ
た「
国
連
人
間
環
境
会
議
」を

記
念
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

【
問
合
先
】＝
本
庁
環
境
課
環
境
政
策
グ
ル
ー
プ（
内
線
２
７
２
１
）

　

日
本
で
は
、
平
成
３
年
か
ら
６
月
を「
環

境
月
間
」と
し
、
全
国
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な

行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
環

境
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
考
え
、
一
人
一

人
が
で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
み
ま
せ

ん
か
。

騒
音
・
振
動
に
つ
い
て

　

騒
音
と
は
、
一
般
的
に
、「
好
ま
し
く
な

い
音
」「
不
必
要
な
音
」「
望
ま
し
く
な
い
音
」

な
ど
の
総
称
で
す
。
ま
た
、
騒
音
や
振
動
は
、

「
あ
る
人
に
は
心
地
よ
く
聞
こ
え
る
」「
で
も
、

あ
る
人
に
は
そ
う
感
じ
な
い
」な
ど
、
感
じ

方
が
違
う
こ
と
か
ら
、
感
覚
公
害
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

■
騒
音
・
振
動
の
測
定
な
ど

　

市
で
は
、
次
の
騒
音
や
振
動
に
つ
い
て
、

環
境
関
係
法
令
な
ど
に
基
づ
き
、
①
環
境

騒
音（
一
般
地
域
）②
環
境
騒
音（
道
路
に
面

す
る
地
域
）③
新
幹
線
鉄
道
騒
音
・
振
動
④

道
路
交
通
振
動
を
毎
年（
測
定
地
点
に
よ
っ

て
は
隔
年
）測
定
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
平
成
25
年
度
の
測
定
結
果

●
騒
音
の
環※
１

境
基
準
達
成
率

　

▼
一
般
地
域
が
１
０
０
％

　

▼
道
路
に
面
す
る
地
域
80
％

●�

道
路
交
通
振
動
の
要※
２

請
限
度
な
ど
に
つ

い
て
は
、
測
定
地
点
の
全
て
で
、
限
度

を
超
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

■
騒
音
・
振
動
に
係
る
規
制

　

工
場
・
事
業
場
の
一
定
の
条
件
以
上
の

機
械
な
ど
や
特
定
の
機
械
を
使
っ
た
建
設

作
業
、
営
業
や
拡
声
器
使
用
に
つ
い
て
は
、

法
律
や
条
例
で
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
機
械
な
ど
の
設
置
や
特
定
建
設

作
業
に
つ
い
て
は
、
事
前
の
届
出
に
つ
い

て
も
規
定
し
て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
環
境
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
生
活
騒
音
に
つ
い
て

　

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
発
生
し
て
い
る
音
で
、

近
隣
の
方
々
に
迷
惑
を
か
け
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

た
と
え
ば
車
の
空
ぶ
か
し
、
ピ
ア
ノ
の

練
習
や
エ
ア
コ
ン
の
室
外
機
な
ど
か
ら
発

生
す
る
音
は
、
法
律
や
条
例
で
規
制
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
近
隣
の
方
々
に
迷
惑
に

な
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

※
１�

環
境
基
準
：
人
の
健
康
を
保
護
し
、
生
活
環
境

を
保
全
す
る
上
で
維
持
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
基
準

※
２�

要
請
限
度
：
地
域
や
車
線
な
ど
に
合
わ
せ
た
限

度
と
し
て
定
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
限
度
を
超
過

し
た
場
合
、
道
路
管
理
者
な
ど
に
騒
音
・
振
動
の

対
策
な
ど
に
つ
い
て
、
意
見
陳
述
、
要
請
で
き
る
。

今
夏
も
節
電
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

今
年
の
夏
も
依
然
と
し
て
厳
し
い
電
力

需
給
状
況
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
、
市
民
・
事
業
者
の
皆
さ
ま
の
節
電

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
役
所
で
も
、
昨
夏
・
冬
に
引
き
続
き
、

市
の
全
て
の
施
設
に
お
い
て
、
さ
ら
な
る

節
電
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　

ご
家
庭
や
事
業
所
で
も
、
ち
ょ
っ
と
し

た
工
夫
や
手
軽
に
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め

て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
こ
ん
な
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
み
よ
う
！

　

●
設
定
温
度
は
28
度
を
目
安
に

　

●�

ス
ダ
レ
や
ヨ
シ
ズ
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー

テ
ン
を
利
用
し
て
、
日
差
し
を
和
ら

げ
る

　

●�
扇
風
機
を
上
手
に
使
い
冷
房
効
果
を

高
め
る

　

●�

こ
ま
め
な
消
灯
が
基
本
。
家
族
が
そ

ろ
う
団
ら
ん
の
時
間
を
作
っ
て
、
エ

ア
コ
ン
・
照
明
の
使
用
を
減
ら
す

▼�

環
境
省（
み
ん
な
で
節
電
ア
ク
シ
ョ
ン
）

　

http://w
w

w
.challenge25.go.jp/

　
　

 setsuden/

▼�

経
済
産
業
省（
節
電
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

「
節
電.go.jp

」）

　

http://setsuden.go.jp/

▼
九
州
電
力
㈱

【
家
庭
向
け
】＝

　

http://w
w

w
.kireilife.net/pages/

　
　

 yokuw
akarusyoene_index.htm

l

【
法
人
・
事
業
者
向
け
】＝

　

http://w
w

w
.kyuden.co.jp/

　
　

 service_esco_save -electricity_

　
　

 econom
y.htm

l

◆
で
ん
き
予
報

　

九
州
電
力
㈱
で
は
、「
で
ん
き
予
報
」に

よ
り
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

電
力
需
給
状
況
が
厳
し
く
な
る
と
予
想
さ

れ
る
場
合
に
、
需
給
状
況
と
節
電
の
ご
協

力
を
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
登
録

の
際
は
次
の
ア
ド
レ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

▼
携
帯　

http://kyuden.jp/

▼
パ
ソ
コ
ン

　

http://w
w

w
.kyuden.co.jp/

　

失
業
な
ど
の
経
済
的
な
理
由
で
、
国
民
年

金
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、

申
請
に
よ
り
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る「
保
険

料
免
除
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
の
申
請
が
承
認
さ
れ
る
と
、
保
険
料

の
全
額
ま
た
は
一
部
の
納
付
義
務
が
免
除
さ

れ
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
保
険
料
額
は
左
表
の
と
お

り
で
す
。
な
お
、
全
額
免
除
お
よ
び
一
部
免

除
の
ど
の
階
層
に
該
当
す
る
か
は
、
本
人
・

配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主
の
所
得
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
問
合
先
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
免
除
・
納
付
猶
予
制
度

　

大
き
く
分
け
て
３
つ
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

①
学
生
納
付
特
例
制
度
＝
学
生
の
方

②�

全
額
免
除
・
一
部
納
付（
免
除
）制
度
＝
①

に
該
当
し
な
い
方

③�

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
＝
30
歳
未
満
で
、

本
人
と
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
方

保
険
料
が
未
納
の
ま
ま
だ
と･･･　

●�

将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
が
受
給
で
き
な

か
っ
た
り
、
受
給
で
き
て
も
金
額
が
少
な

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●�

障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
生

じ
た
際
、
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●�

一
部
免
除
の
承
認
を
受
け
て
も
、
残
り
の

部
分
を
納
付
し
な
い
と
、
未
納
と
同
じ
扱

い
に
な
り
ま
す
。

＊
詳
し
く
は
下
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●�

免
除
・
納
付
猶
予
制
度
を
利
用
し
な
か
っ

た
場
合
は
、
２
年
間
し
か
さ
か
の
ぼ
っ
て

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

＊�

免
除
・
猶
予
制
度
を
利
用
し
た
場
合
は
最

大
10
年
間
さ
か
の
ぼ
り
追
納
可
能
で
す
。

た
だ
し
、
３
年
目
か
ら
当
時
の
保
険
料
に

加
算
が
つ
き
ま
す
。

※�

平
成
27
年
9
月
30
日
ま
で
は
、
納
め
忘
れ
の

国
民
年
金
保
険
料
を
10
年
間
さ
か
の
ぼ
っ
て

納
付
で
き
る「
後
納
制
度
」が
利
用
で
き
ま
す
。

後
納
保
険
料
の
納
付
は
事
前
の
申
し
込
み
が

必
要
で
す
の
で
、
お
近
く
の
年
金
事
務
所
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
は
原
則
と
し
て
毎
年
必
要
で
す

　

た
だ
し
、
全
額
免
除
ま
た
は
若
年
者
納
付
猶
予

制
度
の
該
当
者
で
、
翌
年
度
も
引
き
続
き
免
除
ま

た
は
若
年
者
納
付
猶
予
を
希
望
し
た
場
合
は
、
申

請
書
の
提
出
は
不
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
申
請
期
間
】＝（
平
成
26
年
度
分
）＝
７
月

１
日
～
平
成
27
年
６
月
末
日

＊�

学
生
納
付
特
例
は
、
４
月
１
日
～
平
成
27

年
３
月
末
日

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】＝

●�

印
鑑（
ス
タ
ン
プ
印
を
除
く
）、
年
金
手
帳

●�

学
生
の
方
は
、
学
生
証
の
写
し
ま
た
は
在

学
証
明
書（
原
本
）

●�

平
成
25
年
３
月
31
日
以
降
に
離
職
し
た
方

は
、
離
職
票
の
写
し
、
ま
た
は
雇
用
保
険

受
給
資
格
者
証
の
写
し

●�

平
成
26
年
１
月
１
日
以
降
に
本
市
に
転
入

し
た
方
は
、
前
住
所
地
で
の
所
得
証
明
書

本
年
４
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申

請
が
で
き
る
期
間
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

老齢基礎年金の 
資格期間には

老齢基礎年金額の
計算には

万一の障害年金・ 
遺族年金の保障は

後から保険料を納めたいときには 
（追納期間）

全 額 免 除

認められます

１／２として計算

あります

１０年以内なら追納できます

４分の３免除 ５／８として計算

１０年以内なら追納できます�
（一部免除部分）半 額 免 除 ３／４として計算

４分の１免除 ７／８として計算

納 付 猶 予
計算されません １０年以内なら追納できます

学 生 特 例

未 納 認められません 計算されません ありません ２年を過ぎると納付できません（※）

平成 26 年度保険料 月　額

全額免除の場合 0円

４分の３免除の場合 3,810 円

半額免除の場合 7,630 円

４分の１免除の場合 11,440 円

免除を受けなかった場合 15,250 円

＊下の表も参照してください。

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・

　
　
納
付
猶
予
制
度
の
ご
案
内

【
受
付
窓
口
・
問
合
先
】＝

▼
本
庁
保
険
年
金
課（
内
線
２
８
２
１
）

　

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課　

▼
日
本
年
金
機
構　

川
内
年
金
事
務
所

　

（
22
）５
２
７
６
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